	2008.6.30の映像表現論へのご質問におこたえして


1.伊藤ゼミにはいると実際に映画を作るのですか？伊藤ゼミでは特撮映画や怪獣映画を作っていますか？

伊藤ゼミでは､前期は全員で短編のドラマ制作の練習をします。そして卒業研究として、卒業論文か卒業制作かを学生が選びます。卒業制作では､フィルムでの映画製作はしませんが、ビデオカメラによるドラマ（いわゆる映画）の製作、アニメーションやドキュメンタリー、ＣＭ、ＰＶ、その他多彩なジャンルの映像作品・映像活動をゼミ生たちが展開しています。つまり映画製作をするかしないかは学生が自分で選び、チャレンジするのです。もちろん作品制作をおこなわず、論文研究だけでも構いません。伊藤ゼミ生による怪獣特撮映画としては、2003年度に小柴喜直（現在はＴ-ＮＥＴという会社で映像製作を担当）と言う学生が作った『巨大蟹白浜に現る』というのがありました。学生で怪獣映画に挑戦するという意気ごみは立派なものでした。『巨大蟹白浜に現る』公式ＨＰはこちら↓です。
http://www.rsch.tuis.ac.jp/~ito/ITO/lib/lib2003/kani/kani_index.html
2.伊藤先生はどんな特撮を使ったことがありますか？『こころ北にありて』ではどんな特撮を使いましたか？そこで気に入った特撮場面はどこですか？ 『こころ北にありて』の製作期間はどのくらいでしたか？予算はどのくらいでしたか？『こころ北にありて』は、学生にしては演技が上手いと思うのですが、指導したのですか？『こころ北にありて』でヘリコプターが炎にちかづくと赤くなるのは、ライトを調整したからですか？伊藤ゼミでヘリカメラは持っていますか？　　
私のこれまでの作品では、『こころ北にありて』が､特撮の使用場面が一番多かったです。この中では、リアスクリーン、ミニチュア、ブルーバック、CG、弾着などの技術を使いました。一番うまくいった「特撮」は、それが「特撮」に見えない情緒的な場面での使い方（窓から雪をながめている場面）でした。『こころ北にありて』はシナリオの完成から撮影・完成上映まで3年近くかかりました。その期間中、ドラマ撮影に約10ヶ月、特撮に約3ヶ月、その後の編集から整音まで約6ヶ月かかりました。制作費は約200万円。出演者は、年配の出演者には社会人がいますが、若者役はみな情報大のゼミ生です。演技指導はしましたが、たいしたことはしていません。この映画に出演している学生の中には、卒業後にプロの俳優になった山崎洋介（フジテレビのドラマ『ビギナー』でデビュー）がいました。また同級生の佐藤陽弐は、バスクという大手の映像製作会社に入って「海猿」や「白い巨塔」などのテレビ番組を手がけるカメラマンになりました。『こころ北にありて』の中で、ミニチュアのヘリコプターが炎に近づくと赤くなるのは、ライトを調整したのではなく、模型がライトに近づいたからです。伊藤ゼミでは、ヘリカメラは持っていません。模型のハンググライダーにカメラを積んで、情報大のグランドで航空撮影に挑戦したことがあるのですが、そのときは風にあおられて墜落し、東門の道路の電線にひっかけてしまって東京電力が出動する騒ぎになりました。それに懲りて以来、飛びモノは試してないのです。本当のヘリコプターに乗って東京の夜景を撮りに行ったということはありました。
3.期末レポートには台詞も書くのですか？レポートは１と２と両方やってもいいですか？すでに映像化されている作品でもいいですか？期末レポートの作品を実作化するとして、どのくらいの製作期間をかけるのですか？
期末レポートで提出していただきたいのはプロット（あらすじ）です。主な台詞や大事な台詞を、プロットの中に数行で表現するのは構いませんが、いわゆる台詞とト書きで完全に書かれた台本、すなわち「シナリオ」を求めているわけではありません。もちろん、シナリオを提出していけないわけではなく、年に１人くらいは、シナリオの形で膨大な頁数のものを提出してくださる学生もいます。レポート1と２は両方やっていただいても構いませんし、労力のかかっている提出物は、それなりに高得点で評価します。ただし、「すでに（メジャーの映画として）映像化されている作品」となると、それは基本的にダメというか、それだとアイデアやプロットの紹介というより、映画の紹介になってしまいませんかね？「千葉の民話で、映画やテレビ番組になったこともあるが、あまり知られてない話」ということであれば、提出して下さい。実作化に際して製作に要する期間は、ふつうは、長くても3～４ヶ月の規模のものだと思います。

4.今の映画というのはほとんど特撮をつかっているのですか？人工皮膚や特殊メイクの仕事もＳＦＸに含まれますか？

ここでお尋ねの意味での特撮（授業でVFXとしてとりあげたような特殊撮影技法）は、すべての映画で使われているというわけではありません。邦画でいえば、１カットでも特殊効果が使われている映画のタイトルは年間製作本数の２～3割といったところではないかと思います。ただ、ちょっと凝ったメイキャップとか、ちょっとした影の消しこみなどといった程度の技法も「特撮」というのであれば、ほとんどの映画で、何らかの特撮をやっているといえなくもありません。照明器具を巧妙に隠して設置するなどのテクニックまでＶＦＸとすれば、これはもうほとんどの映画で使われる技術だということもできます。人工皮膚とか特殊メイクはれっきとしたVFXに分類できますが、はたして当のスタッフがそれを「特撮」や「ＶＦＸ」という言葉の範囲で考えて使っているかというと、必ずしもそうではないと思います。

5.マトリックスにはアフターイフェクトが使われていると聞きましたが本当ですか？ 
　　そうですね、使っているのでしょうね、多分。アフターイフェクトだけでなく、あらゆるソフトやハードが総動員されたのだろうと思います。一番使われたのはたぶん”インフェルノ”なんじゃないかなぁと思いますが、すみません、よく知りません。
6.コマ撮りで建物が壊れたり、怪談からころげ落ちるシーンはどうやって撮ったのですか？　　
すべて丹念に１コマずつ、コツコツと撮るのです。コマ撮りというのは、そういうものです。
7.キングコングの人形の大きさはどのくらいだったのですか？
　　数種類の大きさがあったようですが、もっともよく使われて本編に登場したのは、身長30センチほどのモデルだったようです。もっと大きな人形を使ったのではないかと想像しがちなので、30センチというのは意外ですよね。

8.ＳＷ帝国の逆襲のＡＴ-ＡＴはストップモーションですか？ＣＧですか？スターウォーズの特撮場面の映像を授業でもっと上映してくれませんか？

「ＳＷ帝国の逆襲」のＡＴ－ＡＴはストップモーションで撮られています。これはメイキングやスチルがたくさん残っているので確認できます。主なモデルは、やはり高さ30センチ程度です。ＳＷに限らず、もっと授業で上映して皆さんに見てもらいたいメイキング映像はたくさんあるのですが、限られた授業時間のなかでは、限界がありすぎです。最近はDVDの特典映像でメイキング場面をたくさん見ることができますから、ご自分で次々と見て行ってください。
9.白黒時代のタイタニックには実際のタイタニック号の映像が使われているそうですが本当ですか？

その昔の映画なら、私も部分的に見たことがありますが､要するに実際のタイタニック号が出航したり航海したりしてる場面のニュース映画を、その後に製作した劇映画の中に挿入して使っているわけですね。

10.家庭用のビデオカメラで特撮ができますか？オススメのカメラにはどのようなものがありますか？

それはカメラの使いようですので、一概にできる・できないということは、なんともいえません。ただ、原則論をいえば、いわゆるホームビデオのレベルのカメラ（１ＣＣＤカメラ＝みなさんが２年生の実習の授業で使っているようなレベルのカメラ）では、そもそもドラマを撮ることに無理があります。民生機でも構わないのですが、やはり３ＣＣＤ以上のカメラ（３年生になったら実習で使います）の必要があります。そのうえで、「特撮」のできるビデオカメラというと、「スローモーション効果が使えるカメラ」という解釈になり、そうなると機種は限られます。今買うなら、ＳＯＮＹのＰＭＷ-ＥＸ3あたりがオススメ機種ということになるでしょうが、個人で買うにはちょっと高いかもしれません。

11.着ぐるみの怪獣映画はゴジラが最初ですか？着ぐるみは日本が最初におこなったのですか？着ぐるみの中に入る人は俳優ですか？スタントマンですか？
邦画で「着ぐるみ怪獣」とはっきり言えるのは「ゴジラ」が最初ですが、もともと歌舞伎などで着ぐるみの妖怪変化などはいくらでもあるので、「着ぐるみ」の最初がゴジラとは言いにくいと思います。外国映画でも、着ぐるみの怪獣やモンスターが出てくる映画は、ゴジラ以前にたくさんありました。授業では舌足らずでしたが、たしかにハリウッドの怪獣や恐竜はストップモーションで作られることが主流であり、邦画では着ぐるみの怪獣が主流であることは事実なのですが、その例外はたくさんあります。ハリウッド映画の場合は、着ぐるみは、怪獣よりも、宇宙人やロボット、フランケンシュタインなどのモンスターなどがサイレント時代からよく登場していました。どれもゴジラ以前から使われていたので、着ぐるみは日本が最初におこなったわけではなく、またゴジラ以降も日本だけが着ぐるみ怪獣を作ってきたわけではありません。その中でも特に有名なのは、北朝鮮で金総書記の肝いりで製作された映画『プルガサリ～伝説の大怪獣』でしょうか。インターネットで全編観ることができますが、たいへんな大作映画であり、なかなかよく出来てもいます。着ぐるみの中にはいる人は、俳優・スタントマン、いろいろなケースがあります。日本はそもそも俳優とスタントマンは明確には分離していませんが、役者さんの一人一人に聞いたら、自分は着ぐるみ専門の俳優（スーツアクター）になりたくてなったのだ、という人もいるかもしれませんね。余談になりますが、フジテレビのお昼の番組「ライオンのごきげんよう」（小堺一機の司会で毎回ゲストを迎え、大きなサイコロを振って出た目のテーマを話すトークバラエティ）のライオンの着ぐるみの中にはいっているのは、役者やスタントマンではなくて、この番組の制作代理店の社長さんだというのは有名な話です。さらに余談をすると、昨年の「千葉の親子三代夏祭り」でパレードの先頭を歩いた「ちはなちゃん」の着ぐるみの中にはいっていたのは情報大の女子学生でした。つまり、アマチュアでも役者でも、着ぐるみなら、そこそこのことができるというのが、着ぐるみを使う便利なところだと言えます。
12.グラスショットを使った有名な映画を教えて下さい
　　やはり『風と共に去りぬ』（1939年）が、グラスショットをもっとも大量かつ効果的に使った映画の決定版といえるのではないでしょうか。『風と共に去りぬ～幻のメイキング・史上最大の名画はこうして生まれた～』（デイヴィッド・ヒントン監督）というドキュメンタリー（ヘラルド・ポニー）をみると、この映画がどれほどの苦労と迷走の末に完成したか、どこにどれだけグラスショットが用いられていたか、よくわかります。ほとんど全編がグラスショットの絵の中で撮られていたような気がしてきて感心するし、まぁある意味ガッカリもしますが、たいへん面白いメイキングですのでオススメです。
13.ＣＧとストップモーションを同時に流して見比べるような映像はないのでしょうか？ 

　今のところ、そういう映像は知りません。そういう映像があったら素晴らしい教材になるのではないかと思います。
14.今の映像で作ることが不可能な映像はないのですか？
　　そうだとも、そうでないとも言えるのではないでしょうか。たんなる視覚上のというか、ビジュアルなデザインということであれば、これだけＣＧが発達した現在、もはや、「作れない映像はない」と言えるとは思うのです。人間が絵として想い描ける範囲のものであれば、という意味で。しかし、「あらゆるものより美しい映像」とか「見ているだけで涙が出てくる映像」などという課題を与えられても、それはなかなか解答にたどりつかないものだということになると思います。
15.大がかりなミニチュアを使った撮影でＮＧが出たらどうするのですか？かえのミニチュアは作ってあるのですか？ 
　　映画の製作規模や予算にもよると思いますが、使いまわしのできるものや、何度も撮ることが前提となっているものを除いて「かえのミニチュア」は作っていないことが普通でしょう。つまり１発撮りであり、ＮＧが出れば作り直すか、その場面を諦めるしかないでしょうね。ただ、カメラは念の為に複数の台数で撮るということはよくありますので、あとで編集で救える（ごまかす）ことが多いのです。また、特撮映画では、撮影のときはＮＧと思ったが、現像してみたら意外に良かったのでそのまま使ったという話しは結構あります。『ラドン』とか『海底軍艦』でのエピソードは有名です。『ラドン』では、怪獣を吊ったワイヤーが切れてしまい、それを必死で吊り上げようとした演技が傑作を生みました。
16.ＣＧで一人で映画を作るにはどんなソフトがありますか？教材はどのようなものがありますか？

　　映画は一人で作れるものではないので、その質問への回答は難しいのですが、もちろん、ＣＧの動画像を一人でコツコツと作っているクリエーターはたくさんいます。私が認識している限りでは、そういう個人製作のための３Ｄ-ＣＧのソフト（もちろんプロも使います）でもっともポピュラーなのは、やはり「3D Max」か「Shade」ではないでしょうか。海外のＣＧのコンテストなどでは、数年前までは「3D Max」を使った作品が圧倒的に多かったように記憶しますが、最近の事情はどうでしょう。「3D Max」や「Shade」のバージョンやグレードにもいろいろありますが、要するに皆さんが知っているような一般的なソフトですので、そのための教材は、テキストでも映像教材でもたくさん出ています。アカデミック価格もあるので、学生なら比較的安く買えます。また、ユーザーが情報交換するサイトなども貴重な情報源です。もっとも、こうした複雑なアプリケーションは、一人で教材やマニュアルに立ち向かっても歯が立たない（または根性が続かない）ことが多いので、情報大生なら「デジグラフ」に入って先輩や仲間に教えてもらうとか、安岡先生や中島先生に食い下がるとか、ショップの教室を受講するなど、まずは他の人から教えてもらうことをオススメします。独学が不可能とはいわないまでも、ものすごく遠回りになると思います。また、たしかに、一人で動くＣＧ画像を作ることは、努力の末にできるようになるだろうとは思いますが、問題はそうして作った映像が、自分ひとりしか見る人のない映像では意味がなく、他人の心を打つものでなくてはならないということです。そして他人の心を打つ映像というのは、一人きりで生きている人間には創れないものです。いろんな人とめぐりあい、ぶつかりあうなかで成長した、豊かな人間性を備えたクリエーターでなければ、何を作っても「人に伝わるもの」など創れないと思います。どんなに巧妙な技術が駆使されていても、「人に伝わらない映像」は、ただのスクリーンの明滅にすぎません。映像というものの本当の難しさはそこにあります。新海誠さんのような人は、一人で映画を作るクリエーターとして有名ですが、実際には、力になってくれる多くの仲間に支えられているのです。
17.テレビでもブルースタジオやグリーンスタジオを使った番組が目につきますが、技術的には複雑ではないですか？ 

　　単なる背景との合成ということであれば、要するにクロマキーの技術だけなので、複雑というほどのものではありません。しかし、ＣＧの背景をリアルタイムで撮影している撮影のカメラワークにあわせてリアルタイムで作画し合成するシステム、すなわち「バーチャルスタジオ」の仕組みは極めて複雑で、精緻にやろうとするほど、非常に特殊な機材も必要となります。もっとも、情報大のテレビスタジオは、このバーチャルスタジオのもっとも廉価なタイプ（それでも1千万円以上はしましたが）が入っています。私がＣＧの背景があまり好きではないせいもあって、最近はまったく使わなくなってしまいましたが、管理やメンテナンスが複雑すぎて手に負えなかったというのも本音です。
18.映画のエキストラに参加したいのですが、どうしたらいいですか？伊藤先生が学生を誘ってくれるのですか？

　 学外から私に学生エキストラの依頼がきた場合には、身近な学生たちには声をかけています。ちなみに、先週の土曜日（５日）に千葉市内での映画エキストラの要請が来たときは、3-4年のゼミ生のほか、基礎ゼミの２年Ｃ組の人にも連絡したのですが、実際に参加したのかどうかは存じません。なお、私はこういうエキストラでは、単なる口ききだけですので、参加は自己責任でお願いします。映画撮影の現場はエキストラとして参加しても、必ずしも楽しいだけの体験だけではないことがあります。そのあたりは各自でご注意下さい。邦画のエキストラは、ほとんどのケースが無給であり、交通費も出ません。千葉県内は、映画撮影の多い地域で、エキストラはよく公募されています。興味のある人は、「千葉フィルムコミッション」のホームページの「メッセージボード」という欄をマメにチェックしてください。しょっちゅう、エキストラの募集が載っています。私に来る依頼も、このコミッションからのことが多いのです。
　　http://fc.ccb.or.jp/bbs.php
19.伊藤先生がもっとも尊敬する監督は誰ですか？理由も教えて下さい
　　前にも書きましたが、アンドレイ・タルコフスキー（故人）です。代表作に『僕の村は戦場だった』『惑星ソラリス』『鏡』『サクリファイス』『ストーカー』等があります。彼の作品からは、もはや映画という表現のレベルを超越して､私の心に何とも言いがたい深い思索や想いが伝わってくるから、そして、なぜ彼の映画だけがそんなことができるのか、私には見当がつかないからです。どんな名作映画でも、大抵は「これはこう撮っているからこうなる」というのがわかるものですが、タルコフスキーの映画だけは、私にはまったくわかりません。それが彼を尊敬する最大の理由です。ただし、彼の作品は台詞や内容が難解でもあり、学生の皆さんにぜひ薦めたいとは思いません。また彼の作品を観るなら、ビデオではなく映画館で見ないと、そもそも何を言おうとしているのか、ワケがわからないということになってしまう気がします。現在の日本映画の現役監督の中では、私は坂本順治という人が一番好きです。『亡国のイージス』だけはやけに出来が悪いのですが、あとの作品はだいたい及第作です。『どついたるねん』『トカレフ』『顔』『ＫＴ』『魂萌え』『カメレオン』『闇の子供たち』などの作品があります。特に『トカレフ』は、千葉が舞台なので面白かったです。
